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＜要　旨＞
　本研究では、盛岡市にある「旧南部氏別邸庭園」に対して、上空からのドローンによる高解像度カメラ撮影と
地上からのレーザ計測を行った。点群データ作成には、写真画像からの点群データ生成はBentleySystems社の
ContextCaptureを使用した。地上からの3D計測にはFARO社の3Dレーザ計測装置を使用した。最終的な点群データ
はGNSSを用いた座標補正を用いて、各点群データの統合化を行った。
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図１　旧南部氏別邸庭園 図５　点群データモデル（公園内の散策路）
図４　点群データモデル（正面玄関付近）
図３　全体の点群データモデル
図２　Structure from Motionの原理
